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図 4-6 ハッシュ値による格納位置 

 

（２）キーの衝突 
例えば，キー値 35(13 の剰余＝9)を挿入することを考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

しかし，キー値 32(13 の剰余 = 6)を挿入しようとすると，以下のよ

うに，既にキー値が埋まっていますので，挿入することができません。

これをキーの衝突といいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１８ １９ ２７ ３３ ４２ ４７ ６４ ５０ キー値 

ハッシュ値 ５ ６ １ ７ ３ ８ １２ １１ 

－ ２７ － ４２ － １８ ３３１９ ４７ － － ６４５０ 

０ １ ２ ３ ４ ５ ７ ６ ８ ９ １０ １２１１ 

ハッシュ値＝格納位置 

（添え字） 

挿入前 

挿入後 

－ ２７ － ４２ － １８ ３３１９ ４７ － － ６４５０ 

０ １ ２ ３ ４ ５ ７ ６ ８ ９ １０ １２１１ 

－ ２７ － ４２ － １８ ３３１９ ４７ ３５ － ６４５０ 

３５ 

－ ２７ － ４２ － １８ ３３１９ ４７ － － ６４５０ 

０ １ ２ ３ ４ ５ ７ ６ ８ ９ １０ １２１１ 

３２

すでに埋まっている!! 


